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特記仕様書 

 

第１ 総則 

１ 本仕様書は、上尾市消防本部（以下「発注者」という。）が令和６年度に購入する「災害対応特殊水槽付

消防ポンプ自動車Ⅰ－Ｂ型」（以下「車両」という。）の仕様について、必要な事項を定めるものとする。 

 ２ 車両は、動力消防ポンプの技術上の規格を定める省令等を満たし、道路運送車両法、道路運送車両の

保安基準、その他関係法規に適合し、緊急自動車として承認が得られるものとすること。 

 ３ 製作に使用する全ての材料は、日本産業規格に基づいて精選された耐久性に富むものを使用するこ

と。 

 ４ 製作に使用する材料及び部品は、全て新規製品又は新品とし、プラスチック類は原則、難燃性、ゴム製

品については原則、耐油合成ゴムを使用すること。 

５ 受注者は、仕様の詳細について発注者と協議し、製作承認図等を発注者に提出して、承認を得てから

製作に着手すること。 

６ 受注者は、本仕様書に疑義及び不明事項が生じた場合は、速やかに発注者と協議すること。 

７ 協議における発注者の補足等は、本仕様書の追補とする。 

８ 受注者は、設計・製作・材料・部品等に関し、特許その他権利上の問題が発生した場合には、その責任を

負うものとする。 

９ 受注者は、次の検査を受けること。 

(1)  中間検査 

(2)  完成検査 

(3)  その他発注者が必要と認める検査 

各検査日については、実施日の２週間前までに書面をもって連絡すること。 

なお、各検査における指示事項や確認事項は立会人が記録し、受注者と発注者が確認のうえ書面 

を取り交わすものとする。 

１０ 登録に要する費用のうち、リサイクル手数料、自動車重量税及び自動車賠償責任保険料（２５か月）は、

発注者が負担するものとし、その他の経費は全て入札金額に含めるものとする。 

１１ 旧水槽付消防ポンプ自動車の処分については、別途、発注者と協議の上、その指示を受けること。 

   なお、一時抹消若しくは永久抹消手続きを行うときは、自動車重量税及び自動車賠償責任保険の還

付及び廃車手続き、緊急自動車指定証等返納届を行うこと。廃車手続きに係る費用については受注

者の負担とする。 

１２ 受注者は、納入時に機器の取扱い及び保守整備について、当本部職員に対し無償で技術指導を行う

こととし、その方法については発注者と協議するものとする。 

 

第２ 提出書類 

 １ 製作承認図等 

  製作着手前に次の書類を２部提出し、発注者の承認を得ること。 

(1)  製作工程表 

(2)  製作承認図（５面図） 
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(3)  艤装設計図 

(4)  車体骨格図 

(5)  ポンプ及び真空ポンプ装置図 

(6)  動力伝達図 

(7)  ポンプ装置取付図 

(8)  諸元表 

(9)  ポンプ配管図 

(10)  電気配線図 

(11)  その他発注者の指示するもの 

２ 納車時提出書類 

  納車時に次の書類を各２部提出すること。 

(1)  完成図（５面図）     

(2)  シャシ諸元表     

(3)  エンジン性能表 

(4)  ポンプ性能試験成績表 

(5)  ポンプ装置図及び配管図 

(6)  真空試験成績表 

(7)  自動車改造計算書 

(8)  検定プレート写し 

(9)  鑑定に合格したことを示す証票の写し 

(10)  無線局免許状の写し 

(11)  特定無線設備の技術基準適合証明写し 

(12)  自動車検査証の写し 

(13)  緊急自動車届出確認証 

(14)  各種取扱説明書 

(15)  納品内訳書 

(16)  その他発注者が指示するもの 

 

第３ 保証 

 １ 保証期間中は、発注者からの点検及び取扱い指導要請があった場合、受注者はこれに応ずるものとす

る。その際の費用については受注者の負担とすること。 

 ２ 保証期間及びメンテナンスの取扱いについては、次のとおりとする。 

(1)  シャシに関しては、シャシメーカーの保証期間とする。 

(2)  艤装部分に関しては納入後１年間とするが、保障期間経過後であっても、設計不良、工作不良あ

るいは材料等製作上の欠陥に起因する不具合が発生した場合は、受注者の責任と負担で改修す

ること。 

(3)  その他特殊装備及び積載品については、各メーカーの公表した期間とする。 

(4)  保証期間を超過していても、納入した車両に故障及び不具合が発生した場合は、受注者の技術
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員を派遣し、速やかに対応するものとする。 

 

第４ 納入 

 １ 納入期限  令和７年３月１４日 

   なお、社会経済情勢の変化など、特別な理由により納期までに納品できない見込みとなった場合は、協

議により納期を変更する事ができるものとする。ただし、変更に当たっては発注者の予算手続きが必要

となることから、受注者からの納期の変更の申し出は、令和６年１０月１１日までに行うものとする。 

 ２ 納入場所  上尾市東消防署上平分署（上尾市大字上１５７３－１） 

 ３ 納入台数  １台 

 

第５ その他 

   自動車登録番号は、「２４－５１」とする。  

 

第６ シャシ 

 １ 仕様シャシ 

   ５．５トン車級４ドアダブルキャビン付き消防専用シャシとする。 

   また、シャシは最新式とし、国土交通省が制定した自動車排出排気ガス規制、通称「ポスト新長期排出ガ 

ス規制」に適合したものを使用すること。 

 ２ 完成車主要寸法等 

(1)  全 長   ６，８５０ｍｍ程度   

(2)  全 幅   ２，３００ｍｍ程度 

(3)  全 高   ３，０００ｍｍ程度 

(4)  ホイールベース  ３，７９０ｍｍ程度 

(5)  車両総重量  １１，０００ｋｇ未満 

(6)  総排気量  ５，１００ｃｃ以上 

(7)  乗車定員  ６名（前席２名セパレート・後席４名） 

(8)  トランスミッション オートマチック 

(9)  エンジン  ディーゼルエンジン 

(10)  駆動方式  ４輪駆動方式   

(11)  ブレーキ装置  ＡＢＳ装置付 

(12)  サイドブレーキ  パーキングブレーキ付 

(13)  タイヤ             ヨコハマタイヤ ＺＥＮ９０２ＺＥ（アルミホイール付き） 

(14)  シャシは、必要に応じてリーフスプリング（板バネ）の強化を施すこと。 

（１５）  全席パワーウインドとすること。 

(１６)  運転席・助手席にエアバックを設けること。 

(１７)  エアコンを取り付けること。 （後部座席用は噴出し口を後部延長 別途協議とする） 

(１８)  集中ドアロックとすること。 （キーレスエントリー×２、無×３） 

(１９)  バッテリーは、１２Ｖ－１００ＡＨ以上を２個、引出装置を取り付けること。 
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（オルタネーターは電装品を考慮した容量にすること。） 

(２０)  サブラジエターを取り付けること。 

(２１)  オイルクーラーを取り付けること。 

(２２)  排気ブレーキを設けること。（作動時ストップランプ点灯） 

(２３)  電動リモコンミラーとすること。（助手席側は電動格納式） 

(２４)  ＬＥＤフォグランプを取り付けること。 

(２５)  ＬＥＤヘッドランプを取り付けること。 

(２６)  燃料タンクは６５ℓ以上鍵付きキャップ 

（２７） この仕様書において、指定したもの以外の装備については、シャシメーカーが公表した標準取り 

付け品が装備されていること。但し、発注者が不要とした装備についてはこの限りではない。 

 

  ３ シャシに関する取付品及び取付装置 

(1)  次の計器を運転席周辺適所に設けること。 

ア エンジン回転計 

イ エンジン油温計 

ウ エンジンアワメーター 

エ 電圧計 

オ 音声アラーム（ＯＮ／ＯＦＦスイッチ付き） 

(2)  ドライブレコーダーを取り付けること。 

(３)  カーナビゲーションシステムを取り付けること。 

(４)  カーリアビューモニター（ルームミラー部モニター式・バックアイカメラ含む）を取り付けること。 

(５)  デジタル大型時計を取り付けること。 

(６)  電動キャブチルトを設けること。 

(７)  ＬＥＤテールランプを取り付けること。 

(８)  後退時及び左折時の音声警報装置（ＯＮ・ＯＦＦスイッチ付）を設けること。 

(９)  粉末ＡＢＣ自動車用消火器（１０型）を取り付けること。 

（１０） キャビン内室内灯はＬＥＤ灯とすること。 

(１１)  マップランプを助手席及び後部座席に設けること。 

（１２） サイドミラー上部（助手席側）に隊長用サイドミラーを取り付けること。 

(１３)  シャシには、次のものを付属させる。 

ア スペアタイヤ   アルミホイール付き 

イ  タイヤチェーン 

ウ 車輪止め 

エ 車両工具（アルミ製工具箱付） 

オ 予備ヒューズ 

カ フロアマットゴム製（全席） 

キ 三角停止板 

ク サンバイザー 



 

 

5 

 

ケ サイドバイザー（全ドア・ステンレス製） 

コ オイルパンヒーター（コード１０ｍ付） 

サ 泥よけゴム（マッドガード） 

シ ナンバープレート枠（ステンレス製 後部はＬＥＤ灯） 

ス フロントメッキグリル 

セ 牽引フック 

ソ インバーター 

 

第７ ＰＴＯ 

  １ ポンプ動力接続機構は、電磁クラッチ式とする。 

 ２ 接続機構は２系統とし、通常及び非常用とすること。この場合、応急用回路は独立した別回路とするこ

と。 

 ３ サイドブレーキ作動時のみＰＴＯが接続できる構造とすること。 

   またＰＴＯ接続中にサイドブレーキを解除した際は、十分な警告音を発し、ＰＴＯが断絶する構造とするこ

と。 

 ４ 通常用スイッチは次のとおりとすること。 

(1) 車両の運転、乗降時の支障にならない運転席付近の位置に設けること。 

(2) スイッチは、接続時インパネに表示されること。 

(3) スイッチ付近に「ＰＴＯ」の銘板を表示すること。 

 5 ＰＴＯ作動中でも排ガス浄化装置が自動再生し水ポンプを停止させ手動燃焼をする必要がない機能を

備えること。 

  

第８ ポンプ装置 

 １ 構成 

   ポンプ駆動装置・水ポンプ・真空ポンプ・ポンプ回転制御装置・配管・冷却装置・計器及び水槽で構成する

こと。 

 ２ ポンプ 

(1) 主ポンプは、操作性を考慮し、国家検定Ａ２級アルミ製高圧二段バランスタービンポンプとし、全て

の材料は精選された耐久性に富むものを使用し、合理的な水速を保持できるものとする。 

(2) ポンプ装置は、シャシエンジンのＰＴＯよりユニバーサルジョイントを介し駆動され、ＰＴＯの操作は

運転席に設けられたスイッチまたはレバーにより行うものとする。 

(3) 主ポンプは、あらゆる回転状態、吸水、落差、放水量及び圧力においても振動、発熱、異音及び漏

れのない構造とすること。 

(4) ポンプグランドは、消耗品交換、調整等の整備を必要としないメカニカル方式とし「メカニカルシー

ル」の銘板を表示すること。  

(5) 環境に配慮し、軸受け部などの給脂は不要とする。（グリスレス） 

３ 真空ポンプ（無給式自動揚水装置銘板付） 

(1) 真空ポンプは、無給油式とする。また地下式防火水槽からの横引きの長い吸水を想定して偏心ロ
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ータリー式真空ポンプとし、排気量を１，２００cc以上とする。 

(2) キャブ内にＰＴＯスイッチとは別系統にてポンプ電源スイッチを取り付けすること。 

(3) エンジンからポンプへの動力伝達機構は、電磁式クラッチにより動力を伝導する構造とする。 

(4) 送水時にスムーズな送水が行えるために、放口配管部にエア抜き弁を設けること。 

(5) 自動揚水装置は、車両両側放口付近に取付けすること。 

(6) エンジンスロットルは、左右の操作パネル付近に設けた真空作動ボタンを操作することにより自動

的に回転数が上昇し、揚水完了後にアイドリング状態に戻る構造とする。 

(7) 独立した応急用作動回路を設けること。（非常用ボタン） 

(8) 自動揚水装置は左右に多目的液晶モニター７インチワイド型自動調光式を設け、モニター内に各ボ

ールコック・タンク送水・吸水開閉、水の流れ、ポンプ回転計、流量計、積算計、アワーメーター（デ

ジタル表示）、水量計（残量表示）が表示できること。真空ポンプの操作スイッチは（作動、停止、非

常）の３個を左右に設けること。 

ア 作動・停止の各スイッチは自照式押しボタンスイッチとする。 

イ 作動ボタンは作動している時「真空ポンプ作動中」と表示できること。 

ウ 真空ポンプ保護の観点から、作動ボタンを押してから３０秒以内で揚水が完了しない際は安全装

置を作動させ、警告音及び揚水不能を知らせる画面を表示すること。また、更に 30 秒以内で揚

水が完了しない時は真空ポンプを停止させること。  

エ 水槽残量表示が１/４の際は警報ブザーが鳴り、水量が増えた場合はスイッチＯＦＦ設定した警報ブ

ザーがＯＮ設定になる機構とする。 

オ 故障が発生した場合に原因の特定を容易にするため、点検整備・故障対策の確認、ポンプ取扱説 

明書を液晶パネルに表示できる構造とすること。 

 ４ ポンプ回転制御装置 

(1) ポンプスロットルは円滑にして微細な調整ができ、かつ振動等で変調しないハンドル構造とする。 

(2) ポンプスロットルは左右操作パネルのいずれにおいても、計器類を見ながら操作できる位置に取

り付けすること。 

(3) ＰＴＯが未接続状態では、回転制御ができない構造とすること。 

 ５ 配管及び吸吐水・冷却装置 

   配管系統は・吸水配管・吐水配管・中継配管・計器配管・エゼクター配管・ドレーン及び冷却用配管で構成

すること。各種配管はカチオン塗装とする。 

(1) 吸水口は呼称７５ｍｍボールコック（ストレーナー付）を車両左右のポンプ室内に各１個所設けとす

る。 

(2) 放水口は車両左右各２個、呼称６５ｍｍボールコックとし、第一、第二放口に４５度スイベル付き６５

ＭＣ、第三、第四放口にスイベル付き６５ＭＣを設けること。 

(3) 中継口、放水口のボールコックは側板の内側に埋め込み式とする。 

(4) ボールコック側板部には化粧カバーを取付けること。  

(5) エゼクター配管はポンプ操作をしながらでも容易に確認が出来る位置に、操作バルブ及びグラス

ボールを側板部に３箇所設けること。 

(6) 各コックは、全て前方開きとすること。 
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(7) ドレーン配管は、残水が完全に排水できるようにし、車体低部に設けるバルブには保護板を設け、

左右１箇所の集中ドレーンワンレバー方式とすること。  

(8) 左右ポンプ室に 75ｍｍ×10ｍ吸管を取付けること。 

 

６ 不凍液注入装置 

   ポンプの凍結を防止するための不凍液注入装置を左側のポンプ室内操作部付近に取り付けすること。

（ワンタッチカプラー式） 

７ 冷却装置 

ポンプ室右側の側板に設け予備回路付のストレーナーを設けること。 

 ８ 計器類 

   ポンプ室左右に次の計器盤を取り付け、計器は横並びとすること。 

(1) ポンプ圧力計（耐震型） 

(2) ポンプ連成計（耐震型） 

(3) 流量計・積算流量計（液晶モニター内） 

(4) ポンプ回転計（液晶モニター内デジタル表示） 

(5) 左右計器盤上部にＬＥＤ灯を取り付けること。 

９ 水槽 

(1) 水槽容量は１，５００ℓ以上とすること。 

(2) 水槽はステンレス（ＳＵＳ316）製又は樹脂製（消防車専用）とし、振動、衝撃等により破損、緩み等

が生じないように車台に固定して設け、水圧に対して変形及び水漏れのない構造とし、水槽内面

は防食加工を施すこと。積水時最大 0.35Mpaの送水圧力に耐える構造とすること。 

(3) 上部にはマンホール及びオーバーフローパイプを設けること。 

(4) 水槽とポンプ吸水側に呼称７５ｍｍボールコックを設け、配管には緩衝装置を設けること。 

(5) ポンプ吐水側から水槽内に送水する呼称６５ｍｍボールコックを設け、配管には緩衝装置を設ける

こと。 

(6) 補給口は呼称６５ｍｍボールコックを左右フェンダー内にキャップ鎖付きで設けること。 

(7) 水量計は電気式水量計（液晶モニター内）及び浮子式水量計を設けること。 

なお、浮子式水量計には、保護板等を設けること。 

(8) 水槽上部に点検口を設け、下部にはドレーンバルブを設けること。 

 

第９ 艤装（キャビン）  

 １ 構造（外部） 

(1)  台座を設け、消防章をフロントパネル中央部に取り付けること。 

(2)  キャビン上部に散光式赤色警光灯及びアルミデッキ１～２段手摺り、支点フック（ステンレス製・適

所）を取り付けること。 

(3)  フロントガラス上下部に整備用握手を取り付けること。 

(4)  フロントメッキグリルを取り付けること。 

(5)  フロントパネル左右に赤色点滅灯を設置すること。 
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(6)  フロントスポイラーを取り付けること。 

(7)  フロントバンパーについて 

ア フロントバンパー上面はアルミ縞板張りとすること。 

イ フロントバンパー側面に、赤色点滅灯を埋込み又は張り出しで設置すること。 

ウ フロントバンパー前面左右に支持点用牽引フック（ステンレス製バウシャックル３ｔ・シャックル止め

金具付き）を取り付けること。 

(8)  各ドア部分にサイドバイザー及び乗降用グリップ（ステンレス製）を設けること。 

(9)  助手席側サイドミラーに隊長席用ミラーを取付けること。 

(10) ドアを開けた際に後続車に注意を促すテープＬＥＤ（青色）及び反射テープを全ドアに設ける 

こと。 

(11) 後席乗降用ステップは２段とし、アルミ縞板カバーを取付け、後部と一体となるよう張り出して取

り付けること。 

(12) 各種ステップ、外板部で損傷の恐れのある部分は、全てアルミ縞板若しくはプロテクター等で保

護すること。（前扉フェンダー・踏み込み・蹴り込み部、後扉踏み込み・蹴り込み部） 

(13) 運転席・助手席のサイドステップ下にスラップスカートを取り付けること。 

(14) 左右ステップ後方にはボックスを扉付きで設けること。 

(15) バッテリーボックスは扉付きとし、引出装置を取り付け、上面にアルミ縞板製保護カバーを設け

ること。 

 ２ 構造（内部） 

(1)  運転席と助手席の中央に電子サイレンアンプ、消防無線機、集中操作スイッチ、ヒューズボックス

（表示付き）、地図等を収納できるセンターコンソールボックスを取り付け、電装品スイッチ一式は

運転席から容易に操作が行える位置・構造とすること。（別途協議） 

(2)  電子サイレンアンプマイクは、センターコンソール、後部座席用、ポンプ室左右の無線機車外通話

用受話ボックス付近に設置すること。 

(3)  電動サイレンを取付け、スイッチはセンターコンソールボックスに手動式スイッチを設けること。

（別途協議）なお、散光式赤色警光灯が点灯しているときのみ、電動サイレンが作動するものとす

る。 

(4)  室内ＬＥＤ灯を３式設置すること。（ＯＮ／ＯＦＦ／ドア連動スイッチ付き） 

(5)  マップランプ（ＬＥＤ）を助手席、後席左右に設置すること。 

(6)  エアコンの吹出口を後席に増設すること。 

(7)  全席シートに難燃製のカラーシートカバー（黒・青）を取り付けること。 

(8)  全ドアにＬＥＤステップランプを設置すること。 

(9)  バックブザーのＯＮ・ＯＦＦスイッチを設置すること。 

(10) 駐車ブレーキが確実に作動していない場合に運転席ドアを開放すると、警報音を発すること。 

(11) 各装置の電装用スイッチパネルを操作のしやすい位置に設けること。 

(12) 各スイッチ類は全て名称を付けること。 

(13) バックミラーはモニター式とし、バックアイカメラを車両後部に設置すること。なお、モニターは常

時確認でき、夜間で視認可能であること。 
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(14) 後部座席前方に手摺り（ステンレス製）及び誘導棒ホルダーを設け、チューブ入りＳ字フックを６ 

個設けること。 

   (15) 地図等を収納することができるボックスを設けること。（別途協議） 

(16) 天井部中央及び後部に底面パンチング材の収納棚を設置すること。間口は落下防止措置を施し、

棚板前側は、落下防止用立ち上げ加工し取付けること。 

(17) 後部座席を前方へ移設し、機材ボックスを設け、上面はステンレス貼り、内部底面は厚手ラバー

マットを設けること。 

(18) 空気呼吸器取り付け装置を４基設け（マジックベルト式）、後面に全面パンチングメタル材を施し、

キャブ後方フック移動式×５及び二段折り畳み式×４を設置すること。 

(19) 後部座席はシートバックを短縮加工上下スライド式とし、下部収納庫（サイド扉無）を設け、シート

座面を前方へ展開できるようにすること。 

３ 電装関係 

(1)  各電装品のヒューズボックスを点検しやすい位置に増設し表示すること。 

(2)  各配線及び電装品の端子等は、燃料配管及びブレーキ配管との接触を避け、整然と敷設固定し、 

振動及び接触により短絡しない構造とすること。 

(3)  熱の影響を受ける部分については、耐熱性ケーブルの使用及び遮熱板の取り付け等の処理を施

すこと。 

 

第１０ 車体の構造 

  １ ボディ艤装 

車両の構造及び艤装は以下のとおりとする。 

(1)  艤装は総合的な重量軽減を図り、車両重量のバランスを考慮して製作すること。 

(2)  車両の重要な点検箇所及び主要部品の点検整備に関して、工具類を使用する為のスペースを確

保するとともに、必要箇所には点検口を設けること。 

(3)  ボディ形状は箱型ボディとし、側面に各２枚のシャッター（ＯＳ手動シャッター３３Ｂ型）、後部はホ

ースカー上部に上開き扉を設けること。（別途協議） 

(4)  各シャッター及び扉内側にベルト付き引き紐を取り付けること。なお、シャッター巻取り装置の底

面にアルミ縞板を施工すること。 

(5)  シャッター内及びボックス内には開閉連動式の照明（ＬＥＤテープ式ライト）をシャッター枠より内

部に照射させ設けること。（別途指示） 

(6)  収納庫内に収納棚（固定、可動、引き出し式等アルミ製）を設け、積載品に応じた収納が出来る構

造とすること。（別途協議） 

(7)  車体上部に薬液缶、資機材（収納ケース含む）等が収納できる大型のアルミ製ボックスを１式設け、

蓋は開放連動式の照明（ＬＥＤテープ式ライト）、ダンパーを取り付けること。     

(8)  車体下部に資機材収納ボックスを設ける場合は、一体型の展開式の収納ボックスを設け、展開式

扉はチェーンレスのステップとして使用できる構造とし、ステップ部はアルミ縞板とする。ステッ

プ３方向にＬＥＤテープ式ライトを貼付けすること。 

(9)  各ステップ扉は面取りを施し、開放時に全てのステップがフラットになるようにすること。 
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(10) 後部ホースカー収納庫の背面は収納庫を設けること。（別途協議） 

(11) 各収納ボックス内に樹脂製スノコを設けること。 

(12) ボックス等は防水構造とし、水抜きドレーンを設けること。 

(13) 各ボックスは、扉を開いた状態で車体と接触する箇所は緩衝用ゴムを取り付けること。 

(14) 各棚板には転落防止用のダブルリングベルトを必要数設けること。 

(15) キャビン上部にはデッキを設置し、支点フック等を６箇所以上設けること。 

(16) ポンプ室上部に点検が容易に出来るように点検口（防水式）を設けること。 

(17) ボディ天井部踏み面はアルミ縞板張りとすること。 

(18) ボディ天井部左右は嵩上げ加工を施し、標識灯、赤色点滅灯及び作業灯を埋込式にて設置する

こと。 

(19) かぎ付き梯子積載装置を取り付けること。 

２ その他 

(1)  車体取り付け品は落下防止のため２重ロック構造とする。 

(2)  車体上部に支点フック（ステンレス製）を８箇所取り付けること。 

(3)  ポンプ室左右の側板に足掛け折畳み式又は展開式はしごを設けること。（別途協議） 

(4)  車両後部に固定式又は展開式の昇降用はしご（ステンレス製）を設けること。 

(5)  左右後部に、アルミ縞板の昇降ステップを設けること。（別途協議） 

(6)  各種、装備品の取り付け等は発注者と別途協議すること。 

(7)  給油口は安全容易に給油できる位置に設けること。なお給油タンク底部には乗り上げ等で損傷し

ないような措置を施すこと。 

  ３ 照明装置（サーチライト） 

(1)  発注者の指示する場所に拡散型ＬＥＤサーチライトを２式設置すること。（別途協議） 

(2)  サーチライトは上下伸縮式とし、固定用のロックネジを設けること。 

(3)  スイッチは個別に設け保護枠付きで防水構造であること。 

  ４ 投光器（可搬式投光器一式） 

(1)  電  球  ヤマハＥ０２８高機能モデル（三脚付き） 

(2)  配  線  ケブラーケーブル３０ｍ（抜け止め防止付き） 

(3) 発動発電機  ヤマハＥＦ９００is 

各種スイッチ・計器類は夜間操作が容易に確認出来るようにＬＥＤ灯を設け、名称を記入すること。 

５ 電動油圧昇降装置 

(1) 車両後部はホース延長用資機材「ホースカー」を積載すること。なお、油圧昇降装置にて安全に積

み降ろしできる構造とすること。 

(2) キャブ内インパネ付近に未収納確認灯（赤点灯）を取り付けること。 

(3) 夜間操作時に必要なＬＥＤ作業灯及びスイッチを設置すること。 

６ ホースカー（ＴＳアルミ製） 

(1) 加納式ホースカーで、６５ｍｍホースを８本程度積載出来ること。 

(2) 管鎗、媒介及び分岐管等の積載金具を取り付けること。 

(3) ホースカー内側に防水シートを取り付けること。 



 

 

11 

 

(4) 耐パンク性能の向上を図るため、タイヤはノーパンクタイヤとすること。 

(5) 車両格納時に後続車両に注意喚起できるよう、底面に反射材を取り付けること。（別途協議） 

(6) タイヤホイールはシルバー色とする。 

７ 梯子昇降装置 

(1) 車体上部に梯子昇降装置を積載すること。 

(2) 地上より操作が可能な梯子昇降装置（バランスダンパー式）とすること。 

(3) 操作しやすい位置まで容易に昇降できる構造とすること。 

(4) 三連梯子、とび口２本を積載すること。 

(5) キャブ内にロック確認灯を設けること。 

８ その他・灯火 

(1) 車両後部の左右に側方灯（ＬＥＤ式）を埋込式で取り付けること。 

(2) 後部フェンダー部の左右に路肩灯（ＬＥＤ式）を取り付けること。（スモールランプ連動） 

(3) コンビネーションランプはＬＥＤ式とする。（別途協議） 

 

第１１ 無線装置（消防無線電話装置・ＡＶＭ装置） 

1 消防無線電話装置本体を発注者が指定する場所へ取付けること。（消防無線電話装置本体は、現車両

の装備品を載せ換え取り付けるものとする。） 

２ センターコンソール部適当な位置に、ＡＶＭ装置を取り付けすること。（ＡＶＭ装置は、現車両の装備品

を載せ換え取り付けするものとする。） 

３ 前・後部車室・左右ポンプ側面（別途協議）に、無線送受話器取付けスペースを設けて、キャブ内無線機

との間に配線ケーブルを引き込みすること。（アンテナ・ＡＶＭ外部設定器制御ケーブル・車外通話装置

は新規とする。） 

４ キャビン内にスピーカー（角型×２・インピーダンス８Ω）を埋込み式で取り付けること。 

５ 車外用スピーカーは側板内に埋込み式とし、ステンレス製パンチング板を取り付けること。 

６ キャブ上部中央に無線機・ＡＶＭ用アンテナを取り付け、接触等に耐えられるよう取付け部は屈折する

こと。 

 

第１２ 塗装・表示 

１ 塗装 

車両は錆落としの上、プライマー、パテ、サフェーサにより下地処理を行い、十分乾燥させたのち朱色 

ウレタン塗装により３回以上の塗装を施し、磨き出し鏡面仕上げとする。 

(1) アルミシャッター部（側面左右各１～２枚）朱色塗装（車体と同色）とすること。 

(2) アルミ縞板部は無塗装とすること。 

(3) 車体下回りは黒色塗装とし、防錆の為アンダーコーティング塗装を行うこと。 

(4) 各ボックス内はオリエンタルグリーン色とし、防錆のためアンダーコーティング塗装を行うこと。 

(5) 各種配管は法定塗色とすること。 

(6) その他、別途指示とする。 
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２ 表示 

記入文字については、次のとおりとする。 

(1)  車体文字：「上尾市消防本部」、「ＡＧＥＯ CITY ＦＩＲＥ ＤＥＰＴ.」 

マーク：「上尾市消防本部エンブレム」 

位置：キャブ両側後部ドア（左右）  エンブレム（運転席・助手席） 

書体・文字色：丸ゴシック体（反射白色文字） エンブレム（別添仕様書のとおり） 

書き方：左書き 

大きさ：別途協議 

(2)  車体文字：「上尾上平１」 

位置：キャブ全面フロントガラス下部左側 

書体・文字色：丸ゴシック体（反射白色文字） 

大きさ：別途協議 

(3)  車体文字：「上平１」「埼玉県」 

位置：ボディ後部左側 

書体・文字色：丸ゴシック体（白色文字） 

大きさ：別途協議 

(4)  車体文字：「上尾市消防本部」、「ＡＧＥＯ CITY ＦＩＲＥ ＤＥＰＴ.」 

位置：ボディ後部開閉扉 ２段書き 

書体・文字色：丸ゴシック体（反射白色文字） 

大きさ：別途協議 

(5)  車体文字：「上尾上平１」「埼玉県」 

位置：キャブ屋根上 ２段書き 

書体・文字色：丸ゴシック体（反射白色文字） 

大きさ：別途協議 

(6)  車体文字：「上平１」 

位置：標識灯（白色） 

書体・文字色：丸ゴシック体（黒色文字） 

大きさ：別途協議 

(7)  車体文字：「ＡＧＥＯ CITY ＦＩＲＥ ＤＥＰＴ．」 

位置：ボディ両側アルミシャッター 

書体・文字色：別途指示（反射白色文字黒縁取り） 

大きさ：別途協議 

(8)  車体文字：「埼玉上尾」 

位置：車両上部大型アルミ製ボックス 

書体・文字色：丸ゴシック体（黒色文字） 

大きさ：別途協議 

 (９)  車体文字：「Ｌ１」「Ｌ２」「Ｒ１」「Ｒ２」 

位置：ボディ両側アルミシャッター 
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書体・文字色：丸ゴシック体（反射白色文字） 

大きさ：別途協議 

(10) 再帰性に富んだ反射材 

車両前部を除く３面に赤色反射材テープを貼付すること。赤色反射材テープの大きさ及び取付

位置については、発注者が別途指示する。 

３ 銘板 

(1) スイッチ類には、名称及び「入・切」又は「ＯＮ・ＯＦＦ」などの表示を取り付けること。 

(2) バルブ・コック類には、銘板プレート及び開閉方向を表示すること。 

 

第１３ 補足 

１ 本仕様書に定めない事項についても、工作上当然必要と思われるものについては全て行うこと。 

２ 車両及び付属品等は、全ての検査に合格したものを納入すること。 

３ 受注者は、製作承認後やむを得ない事情のため、仕様の変更又は疑義が生じた場合は、速やかに発注

者に連絡するとともに必要な指示、承認を受けるものとすること。 

４ 物品購入仕様書及び本仕様書にあるメーカー及び型式については参考品とし、同等品以上であれば

参考品以外でも可とする。ただし、その場合は、『質問書』にて発注者に確認すること。 

５ 車両登録時は、車両総重量を考慮し、可能な限り資機材を積載した状態で検査をうけること。 
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【別表】 

１ シャシ 

番号 品     名 数量 備              考 

１ 全席パワーウインド 1式  

2 運転席・助手席エアバック 1式  

3 エアコン 1式  

4 集中ドアロック 1式 キーレスエントリー×２、キー×３ 

5 バッテリー 1式  

6 サブラジエター 1式  

7 オイルクーラー 1式  

8 排気ブレーキ 1式  

9 電動リモコンミラー 1式  

10 ＬＥＤフォグランプ 1式  

11 ＬＥＤヘッドライト 1式  

12 デフロック １式  

13 燃料タンク １  

１４ タイヤ 6 ヨコハマタイヤ ＺＥＮ９０２ＺＥ（アルミホイール付き） 

 

２ シャシに関する取付品及び取付装置 

番号 品     名 数量 備              考 

１ エンジン回転計 １  

２ エンジン油温計 １  

３ エンジンアワーメーター １  

４ 電圧計 １  

５ ドライブレコーダー １ 前後カメラ付き 

６ カーナビゲーションシステム １ ＴＶチューナーレス 



 

 

15 

 

７ カーリアビューモニター １  

８ 大型デジタル時計 １  

９ 電動キャブチルト １式 電動油圧式 

１０ リアコンビネーションランプ １式 小糸 ２連タイプ レッドＶｅｒ シーケンシャルターン 

１１ 音声警報装置 １式  

１２ 自動車用消火器 １ １０型 

１３ キャビン内室内灯 3 大型ＬＥＤ式（前席１・後席２） 

１４ マップランプ 3 自在ＬＥＤ式 

１５ スペアタイヤ 1 ヨコハマタイヤ ＺＥＮ９０２ＺＥ（アルミホイール付き） 

１６ タイヤチェーン １式  

１７ 車両工具 1式 KTCアルミ製工具箱付き 

１８ 予備ヒューズ 1式  

１９ フロアマット 1式  

２０ 三角停止板 1  

２１ サンバイザー 2  

２２ サイドバイザー 4 全ドア（ステンレス製） 

２３ オイルパンヒーター １ １０ｍコード付き 

２４ 泥除ゴム 4  

２５ ナンバープレート保護枠 2 ステンレス製（前後） 

２６ フロントメッキグリル １  

２７ 牽引フック 1 後部標準取付位置 3.5ｔ以上（外れ防止付き） 

２８ インバーター 1  
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３ 艤装に関する取付品及び取付装置 

番号 品     名 数量 備              考 

1 ポンプ圧力計 2 耐震型 

2 ポンプ連成計 2 耐震型（真空計兼用） 

3 エンジン回転計 1  

4 赤色警光灯 1式 OS製 ＮＦ－Ｌ－XＫD－ＬＣ 

5 電子サイレンアンプ 1式 ＴＳＫ－Ｄ１マイク付き（音声合成内蔵型） 

6 照明灯 2 佐藤工業ＳＰ－Ｑ28 ハンドポール付き 

7 標識灯 2 
白色 LED 左右あおり部分                

（集合スイッチ内ON/OFFスイッチ付き） 

8 水量計 2 ポンプ室左右及び液晶モニター内表示 

9 
ホース延長用資機材動力昇

降装置 
1式 ST型油圧昇降装置 

10 空気呼吸器 4 
ライフゼム ACTハーネスNM30（カバー、首掛け紐

付）   

11 空気呼吸器予備ボンベ ８ シゲマツ ブルネッカー4.7L 

12 空気呼吸器取付け装置 4 マジックベルト式     

13 電動サイレン 1  

14 真空計 1 ポンプ連成計兼用 

15 ポンプ回転計 1  

15 流量計 2  

16 積算流量計 1  

17 不凍液注入装置 1式  

18 車外無線送話器取出口 2 拡声器マイク、無線受話器 

19 作業灯 6 OS製 LIA－300 側面・後部取付 

20 外部スピーカー 1式 赤色警光灯に含む 

21 消防専用電話装置 1式  
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22 積載はしご昇降装置 1式 バランスダンパー式 

23 圧力制御装置 1式 7 インチ液晶モニター内 

24 自動揚水装置 1式 7 インチ液晶モニター内 

25 消防章 1 キャビン前面 

26 赤色点滅灯 10 
LFA-100 フロント部×2   LFA－50 バンパー

部×2   LFA－300 側面・後部×6 

27 支点用牽引フック機構 2 
ステンレス製 バウシャックル３ｔ（シャックル止め金具

付き）バンパー部取付 

28 路肩灯 2 LED式 保護枠付き 

２9 車幅灯 2 LED式 

30 足元灯 4 各ドア LED式 

31 集合スイッチ盤 1 OS製 SBW－D１ 

32 マイクジャク 1 マイク付き 

 

４ 装備品及び付属品 

番号 品     名 数量 備              考 

1 吸管 2組 75ｍｍ×10ｍ ソフト吸管（らくらく４５エルボ）      

2 吸口ストレーナー 2  

3 吸管ストレーナー 2 ストカゴセット③ 

4 吸管ちりよけかご 2 吸管ストレーナーに含む 

5 吸管枕木 2 ゴム製ワンタッチバンド式 

6 吸管ロープ 2 吸管ストレーナーに含む 

7 消火栓媒介金具 2 75ｍｍ♀ネジ×65ｍｍ差込♀  

8 中継用媒介金具 2 ６5ｍｍ♀ネジ×65ｍｍ差込♀ 

9 消火栓開閉金具 4 
大箱回し T型×1 日の出バール×1 

消火栓キー 小型Ｔ型×2  

10 吸管スパナ 2  
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11 管そう（無反動） 2 ヨネ製 無反動管そうα  

12 ノズル 2 ヨネ製 噴霧ノズル ダブコン（アタッチメント付き） 

13 消火器 1 自動車用粉末 ABC消火器 高性能型 ＭＫＡ10 

14 放口媒介金具 4 マルチコネクタースイベル型 65MC 

15 とび口 2 1800ｍｍ グラスファイバー製 

16 金てこ 1 テコバール（1200ｍｍ） 

17 剣先スコップ 1 柄 900ｍｍ ステンレス製 

18 ホースカー（加納式） 1 TS製 アルミ製 65ｍｍホース 8本以上 

19 三連梯子 1 チタン製 KHFL－87（横桟カバー付き） 

20 車輪止め 2組 樹脂製 （取手付き） 

21 ポンプ工具 1式 グラスボールスパナ 

22 ホース（印字：R0６上尾消防） 20 
65ｍｍ×20ｍ NewキンパイプロファイターA（1.6

㎫） 

23 ホース（印字：R0６上尾消防） 2 
65ｍｍ×10ｍ NewキンパイプロファイターA（1.6

㎫） 

24 ホース（印字：R0６上尾消防） 20 
50ｍｍ×20ｍ NewキンパイプロファイターA（1.6

㎫） 

２５ 分岐管 ２ ヨネ製 MC分岐ボールバルブ 65・50スイベル   

２６ ホースブリッジ 1式 コンパクトホースブリッジ 450ｍｍ（ダブル） 

２７ 照明器具 1式 
信号機付投光器 ヤマハ E054 高機能モデル 

（三脚、ケブラーケーブル） 

２８ 発動発電機 1 ヤマハ EF900is 発電機 

２９ スタンドパイプ 1 
ヨネ製 単口地上式スタンドパイプ  

エルボ離脱式 800ｍｍ 

３０ 水利落下防止版 2 蛍光色 

３１ かぎ付き梯子 1式 チタン製 ＫＨＦＬ-31 

３２ かぎ付き梯子積載装置 1式  

３３ アルミ製収納ボックス 1 車体上部  



 

 

19 

 

３４ 貯水槽キー 4 T型×2  L型×2 

３５ ストップバルブ 4 TS製 65ｍｍ×2  50ｍｍ×2 

３６ ストレートノズル 2 23ｍｍ 

３７ 媒介金具 各 2 
65ｍｍ♂×65ｍｍ♂、65ｍｍ♀×65ｍｍ♀        

65ｍｍ♀×50ｍｍ♂ 

３８ 媒介金具 ２ 40ｍｍ♀×50ｍｍ♂ 

３９ ホースバック（バンド） 10 

FS・JAPAN ホースバックOFD×3  

FS・JAPAN ホースバックⅡ W50-65×3 

OH－1×4 

４０ ホース応急バンド 5  

４１ 省電力無線機 3 
ケンウッド製 UBZ-BM20R  

ヘッドセット付（KHS-29F） 

４２ エンジンカッター 1 ハスクバーナーK770 Rescue 

４３ エンジンカッター替刃 3 パンサーグローバルダイヤ・非金属(緑）・鉄鋼用(赤) 

４４ 燃料缶 3 1ℓ用 

４５ 万能斧 1 SD-01型 

４６ 救助鋏 1 レスキューシザー 

４７ のこぎり 2 鞘付き マスター330（替刃２含む） 

４８ ハンマー 1 頭重 3.5㎏ 柄 900ｍｍ 

４９ 鉄線カッター 1 松阪鉄工所 ZBC-600 

５０ 携帯警報器 4 モーションスカウト K-T-R 

５１ 簡易縛帯 1 R-430 

５２ カラビナ 10 ステンレスO型 安全環付 ゲート 18ｍｍ 

５３ スーパーカラビナ 10 ステンレスO型 安全環付 ゲート 24ｍｍ 

５４ レンジャーロープ 2 東京製綱 12ｍｍ三ツ打ちM （白色） 

５５ 資機材搬送バック 2 FS・JAPAN クイックアタック 

５６ 携帯拡声器 1 
FS・JAPAN レイニーメガホン「消防ホイッスルモデ

ル」 名称 「上平」「上尾市消防本部」 



 

 

20 

 

５７ 赤色棒ライト 2 LED式 信号灯 

５８ 携行ライト（防爆型） 3 プロポリマー 3AA HAZ—LO  

５９ 携行ライト（防爆型） 1 バルカン 180F 

６０ デジタルカメラ 1 
オリンパス Ｔシリーズ（最新型）  充電アダプター   

純正ソフトケース  SDカード（64G付属） 

６１ ゼンリン住宅地図 各 1 上尾市・伊奈町・桶川市（最新版） 

６２ スケール５０ｍ 1 KS－H70－3 

６３ 現場見取り図板 1 KS－A型 

６４ 墜落制止用器具 4 サンコー株式会社 FR３N-BL型 

６５ 夜光チョッキ（反射式） ４ FS・JAPAN メッシュベストＢＳ2 （別途仕様指定）×４            

６６ クーラーボックス 1 
DAIWA製 プロバイザーHD2100X 容量 20ℓ程

度 

６７ 救助マット 3 FS・JAPAN ファーストレスポンダーマット 

６８ 防水シート 9 

ブルーシート♯3000（厚地） 2.7ｍ×3.6ｍ 3枚 

ブルーシート♯3000（厚地） 3.6ｍ×5.4ｍ 3枚 

ブルーシート♯3000（厚地） 1.8ｍ×2.7ｍ 3枚 

６９ カラーコーン 4 伸縮式三角コーン 

７０ 立入禁止テープ 5 消防本部名入り 

７１ 可倒式ゲート 2 プラスチック製(印字（黒・反射材）：消防活動中） 

７２ 隊名シール 各 50 上尾上平１（大・中・小） （全面及び文字のみ半々） 

７３ 補修用塗料 1 朱色 

７４ 耐電手袋 1 三興化学工業 エレテックス５０２ 

７５ キャブドア警告灯 4 ＯＳ製 ＬＳ－２７０ 

７６ チェーンソー １ 
スチール社製 MS261C－M ガイドバー４５ｃｍ 

（下肢切創防止用保護衣含む）  

７７ 現場調査用具 １式 火災現場用鞄 ＫＳ－Ｈ５６ 

７８ 防寒スーツ（上下） 5 
レインベルデ 蛍光オレンジ 防寒インナー付き 

LL×5  上尾市消防本部ネーム入り 
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７９ 個人装備バック 4 FSジャパン ＢＩＧ９８ ビッグバック 

８０ ラインプロポーショナー 1 ヨネ製 FP65/400金具マルチ型 

８１ 発泡ノズル 1 ヨネ製 FN－65LX デュアル ダブコン用 

８２ 発泡ノズル 1 ヨネ製 FN－65MX デュアル ダブコン用 

 


